
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベースステーションと通信する複数の通信装置を具備し、複数の通信チャンネルが時間イ
ンターバルのサイクルに分割されている時分割多元アクセス通信システムにおける振幅変
調干渉を減少させるシステムにおいて、
前記複数の通信チャンネルの第１の チャンネルによって前記時間インターバルの予め
定められた１以上の期間に連続的に前記ベースステーションへ 情報信
号を送信し、かつ、前記時間インターバルの残りの期間 に連続的にメッ
セージを有していない信号により構成されたＲＦエネルギを送信するように前記複数の通
信装置の第１の通信装置に命令する手段と、
前記第１の通信装置において、前記命令する手段に応答して、前記第１の通信チャンネル
によって前記時間インターバルの 予め定められた１以上の期間中に連続的に前記ベー
スステーションへ 前記情報信号を送信し、かつ、

前記時間インターバルの前記残りの期間中に連続的にＲＦエネルギを送信する手段とを
具備し、
連続的な送信によって前記干渉を前記第１の通信装置の近くにおいて減少させているシス
テム。
【請求項２】
前記命令する手段は、前記第１の通信チャンネルによって前記時間インターバルの前記残
りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信するように前記第１の通信装置に命令し
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、前記送信する手段は、前記第１の通信チャンネルによって前記時間インターバルの前記
残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信する請求項１記載のシステム。
【請求項３】
前記命令する手段は、 通信チャンネルの第２の によって前記時
間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信するように前記
第１の通信装置に命令し、前記送信する手段は、前記第２の通信チャンネルによって前記
時間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信する請求項１
記載のシステム。
【請求項４】
前記複数の通信チャンネルの によって前記時間インターバルの予め
定められた１以上の期間にわたって連続的に ベースステーションへ情報信号を送信し
、前記第２の通信チャンネルによって前記時間インターバルの残りの期間にわたって連続
的にＲＦエネルギを送信するように前記複数の通信装置の第２の通信装置に命令する手段
と、
前記第２の通信装置において、前記命令する手段に応答し、前記 通信チャンネルに
よって前記時間インターバルの前記予め定められた１以上の期間にわたって連続的に前記
情報信号を ベースステーションへ送信し、かつ前記第２の通信チャンネルによって前
記時間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信する手段と
をさらに具備し、連続的な送信により前記第２の通信装置の近くにおいて前記干渉を減少
させている請求項 記載のシステム。
【請求項５】
前記複数の通信チャンネルの によって前記時間インターバルの予め定められた少なく
とも１つの期間中に連続的に ベースステーションへ情報信号を送信し、かつ、前記第
２の通信チャンネルによって前記時間インターバルの残りの期間中に連続的にＲＦエネル
ギを送信するように前記複数の通信装置の第２の に命令する手段と、
前記第２の通信装置において、前記命令する手段に応答して、前記通信チャンネルの

によって前記時間インターバルの 予め定められた少なくとも１つの期間にわたっ
て連続的に前記情報信号を ベースステーションへ送信し、かつ前記第２の通信チャン
ネルによって前記時間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを
送信する手段とをさらに具備し、連続的な送信により前記干渉を前記第２の通信装置の近
くにおいて減少させている請求項 記載のシステム。
【請求項６】
ベースステーションと通信する複数の通信装置を具備し、複数の通信チャンネルが時間イ
ンターバルのサイクルに分割されている時分割多元アクセス通信システムにおける振幅変
調干渉を減少させる方法において、
前記複数の通信チャンネルの第１の チャンネルによって前記時間インターバルの予め
定められた１以上の期間にわたって連続的に 情報信号を

送信し、かつ、前記時間インターバルの残りの期間 にわた
って連続的にＲＦエネルギを送信するように前記複数の通信装置の第１の通信装置に命令

、前記ＲＦエネルギはメッセージを有していない信号で構成され
、

前記第１の通信装置から、前記命令するステップに応答して、前記第１の通信チャンネル
によって前記時間インターバルの 予め定められた１以上の期間にわたって連続的に

ベースステーションへ 前記情報信号を送信し、かつ
前記時間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信

、それによって前記干渉を連続的な送信により前記第１の通信装置の
近くで減少させるステップ を含んでいる方法。
【請求項７】
前記命令するステップは、前記第１の通信チャンネルによって前記時間インターバルの前
記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信するように前記第１の通信装置に命

10

20

30

40

50

(2) JP 4024859 B2 2007.12.19

前記複数の 通信チャンネル

第２の通信チャンネル
前記

第２の

前記

２

１つ
前記

通信装置
前記

１つ 前記
前記

３

各時間インターバルはガード期間を含み、
通信

専用モードにおいて 前記ベースス
テーションへ およびガード期間

するステップであって て
いるステップと

前記 前
記 専用モードにおいて 前記ガード期間
を含む す
るステップであって

と



令するステップをさらに含んでおり、前記送信するステップは、前記第１の通信チャンネ
ルによって前記時間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送
信するステップをさらに含んでいる請求項６記載の方法。
【請求項８】
前記命令するステップは、前記 通信チャンネルの第２の によって前
記時間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信するように
前記第１の通信装置に命令するステップをさらに含んでおり、前記送信するステップは、
前記第２の通信チャンネルによって前記時間インターバルの前記残りの期間にわたって連
続的にＲＦエネルギを送信するステップをさらに含んでいる請求項６記載の方法。
【請求項９】
前記複数の通信チャンネルの第２の チャンネルによって前記時間インターバルの予め
定められた１以上の期間にわたって連続的に ベースステーションへ情報信号を送信し
、かつ前記第２の通信チャンネルによって前記時間インターバルの残りの期間にわたって
連続的にＲＦエネルギを送信するように前記複数の通信装置の第２の通信装置に命令

、
前記第２の通信装置から、前記命令するステップに応答して、 第２の通信チャンネル
によって前記時間インターバルの 予め定められた１以上の期間にわたって連続的に

ベースステーションへ前記情報信号を送信し、かつ前記第２の通信チャンネルによって
前記時間インターバルの 残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信

、それによって前記干渉を連続的な送信により前記第２の通信装置の近くで
減少させるステップ をさらに含んでいる請求項７記載の方法。
【請求項１０】
前記複数の通信チャンネルの１つによって前記時間インターバルの予め定められた１以上
の期間にわたって連続的に ベースステーションへ情報信号を送信し、前記第２の通信
チャンネルによって前記時間インターバルの残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギ
を送信するように前記複数の通信装置の第２の通信装置に命令 、
前記第２の通信装置から、前記命令するステップに応答して、前記通信チャンネルの前記
１つによって前記時間インターバルの前記予め定められた１以上の期間にわたって連続的
に ベースステーションへ前記情報信号を送信し、かつ前記第２の通信チャンネルによ
って前記時間インターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信

、それによって連続的な送信により前記干渉を前記第２の通信装置の近
くにおいて減少させるステップ をさらに含んでいる請求項８記載の方法。
【請求項１１】
複数の通信チャンネルが時間インターバルのサイクルに分割されている時分割多元アクセ
ス通信システムにおいて動作する通信装置において、
送信機と、
前記複数の通信チャンネルの第１の チャンネルによって前記時間インターバルの予め
定められた１以上の期間にわたって連続的に 情報信号を
送信し、かつ前記時間インターバルの残りの期間 にわたって連続的にＲ
Ｆエネルギを送信するように前記送信機に命令 、

連続的な送信により干渉を前記通信装置の
近くにおいて減少させている制御装置とを具備している通信装置。
【請求項１２】
前記制御装置は、前記第１の通信チャンネルによって前記時間インターバルの前記残りの
期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信するように前記送信機に命令する請求項１１
記載の通信装置。
【請求項１３】
前記制御装置は、前記複数の通信チャンネルの第２の によって前記時間イ
ンターバルの前記残りの期間にわたって連続的にＲＦエネルギを送信するように前記送信
機に命令する請求項１１記載の通信装置。
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【請求項１４】
複数の通信チャンネルがスロットのサイクルに時間および周波数分割されているシス

テムにおいて、
前記複数の通信チャンネルの第１の チャンネルの前記スロット

の予め定められた によって連続的に 情報信号を ベースステーシ
ョンへ送信し、かつ前記第１の通信チャンネルの前記スロットの残りの によって
連続的にＲＦエネルギを送信するように前記複数の通信装置の 第１の通信装置に命令
する 、
前記第１の通信装置において、前記命令する手段に応答して、 、前記
第１の通信チャンネルの前記予め定められた１以上のスロットによって連続的に前記情報
信号を ベースステーションへ送信し、かつ前記第１の通信チャンネルの前記スロット
の前記残りの によって連続的にＲＦエネルギを送信

システム。
【請求項１５】
前記スロットのサイクルは８個のスロットからなり、前記８個のスロットはそれぞれ持続
期間が約５７７マイクロ秒であり、周波数帯域幅が約２００キロヘルツである請求項１４
記載のシステム。
【請求項１６】
前記第１の通信チャンネルは周波数が固定されており、前記複数の通信チャンネルの残り
の は周波数変動性である請求項１５記載のシステム。
【請求項１７】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数変動性である請求項１５記載のシステム。
【請求項１８】
前記スロットのサイクルは６個のスロットからなり、前記６個のスロットはそれぞれ持続
期間が約３．３３ミリ秒であり、周波数帯域幅が約３０キロヘルツである請求項１４記載
のシステム。
【請求項１９】
前記第１の通信チャンネルは周波数が固定されている請求項１８記載のシステム。
【請求項２０】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数が固定されている請求項１８記載のシステム
。
【請求項２１】
前記複数の通信チャンネルの第２の チャンネルの前記スロットの予め定められた

よって連続的に ベースステーションへ情報信号を送信し、かつ前記第
２の通信チャンネルの前記スロットの残りの によって 第２の通信チャンネル
により連続的にＲＦエネルギを送信するように前記複数の通信装置の第２の通信装置に命
令する手段と、
前記第２の通信装置において、前記命令する手段に応答して、前記第２の通信チャンネル
の前記予め定められた１以上のスロットによって連続的に前記ベースステーションへ前記
情報信号を送信し、かつ前記第２の通信チャンネルの前記スロットの前記残りの
によって前記第２の通信チャンネルにより連続的にＲＦエネルギを送信
、それによって連続的な送信により前記干渉を前記第２の通信装置の近くにおいて減少さ
せる手段とをさらに具備している請求項１４記載のシステム。
【請求項２２】
前記スロットのサイクルは８個のスロットからなり、前記８個のスロットはそれぞれ持続
期間が約５７７マイクロ秒であり、周波数帯域幅が約２００キロヘルツである請求項２１
記載のシステム。
【請求項２３】
前記第１および第２の通信チャンネルは周波数が固定されており、前記複数の通信チャン
ネルの残りの は周波数変動性である請求項２２記載のシステム。
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【請求項２４】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数変動性である請求項２２記載のシステム。
【請求項２５】
前記スロットのサイクルは６個のスロットからなり、前記６個のスロットはそれぞれ持続
期間が約３．３３ミリ秒であり、周波数帯域幅が約３０キロヘルツである請求項２１記載
のシステム。
【請求項２６】
前記第１および第２の通信チャンネルは周波数が固定されている請求項２５記載のシステ
ム。
【請求項２７】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数が固定されている請求項２５記載のシステム
。
【請求項２８】

複数の通信チャンネルがスロットのサイクルに時間および周波数分割されているシス
テムにおいて、

前記複数の通信チャンネル
の主通信チャンネルの前記スロットの予め定められた１以上の によって連続的に

ベースステーションへ 情報信号を送信し、かつ前記複数の通信チャンネルの補助
通信チャンネルの前記スロットの残りの によって連続的にＲＦエネルギを送信す
るように前記複数の通信装置の 第１の通信装置 、
前記第１の通信装置において、前記命令する手段に応答して、 前記
主通信チャンネルの前記スロットの前記予め定められた によって連続的
に前記情報信号を 送信し、かつ 補助通信チャンネルの前記
スロットの残りの によって連続的にＲＦエネルギを送信する

、それによって連続的な送信により前記干渉を前記第１の通信装置の近くにおいて減少
させ システム。
【請求項２９】
前記スロットのサイクルは８個のスロットからなり、前記８個のスロットはそれぞれ持続
期間が約５７７マイクロ秒であり、周波数帯域幅が約２００キロヘルツである請求項２８
記載のシステム。
【請求項３０】
前記補助通信チャンネルは周波数が固定されており、前記複数の通信チャンネルの残りの

は周波数変動性である請求項２９記載のシステム。
【請求項３１】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数変動性である請求項２９記載のシステム。
【請求項３２】
前記スロットのサイクルは６個のスロットからなり、前記６個のスロットはそれぞれ持続
期間が約３．３３ミリ秒であり、周波数帯域幅が約３０キロヘルツである請求項２８記載
のシステム。
【請求項３３】
前記補助通信チャンネルは周波数が固定されている請求項３２記載のシステム。
【請求項３４】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数が固定されている請求項３２記載のシステム
。
【請求項３５】
前記複数の通信チャンネルの１つの前記スロットの予め定められた１以上の によ
って連続的に ベースステーションへ情報信号を送信し、かつ前記補助通信チャンネル
の前記スロットの残りの によって連続的にＲＦエネルギを送信するように前記複
数の通信装置の第２の通信装置に命令する手段と、
前記第２の通信装置において、前記命令する手段に応答して、前記通信チャンネルの前記
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１つの前記予め定められた１以上のスロットによって連続的に ベースステーションへ
前記情報信号を送信し、かつ前記補助通信チャンネルのスロットの前記残りの に
よって連続的にＲＦエネルギを送信する手段とをさらに具備し、それによって連続的な送
信により前記干渉を前記第２の通信装置の近くにおいて減少させている請求項２８記載の
システム。
【請求項３６】
前記スロットのサイクルは８個のスロットからなり、前記８個のスロットはそれぞれ持続
期間が約５７７マイクロ秒であり、周波数帯域幅が約２００キロヘルツである請求項３５
記載のシステム。
【請求項３７】
前記補助通信チャンネルは周波数が固定されており、前記複数の通信チャンネルの残りの

は周波数変動性である請求項３６記載のシステム。
【請求項３８】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数変動性である請求項３６記載のシステム。
【請求項３９】
前記スロットのサイクルは６個のスロットからなり、前記６個のスロットはそれぞれ持続
期間が約３．３３ミリ秒であり、周波数帯域幅が約３０キロヘルツである請求項３５記載
のシステム。
【請求項４０】
前記補助通信チャンネルは周波数が固定されている請求項３９記載のシステム。
【請求項４１】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数が固定されている請求項３９記載のシステム
。
【請求項４２】

複数の通信チャンネルがスロットのサイクルに時間および周波数分割されている通信
装置において、

前記複数の通信チャンネルの 第１の チャンネルの前記スロット
の予め定められた によって ベースステーションへ連続的に前記情報
信号を送信し、かつ前記第１の通信チャンネルの前記スロットの残りの によって
連続的にＲＦエネルギを送信するように前記送信機に命令する

通信装置。
【請求項４３】
前記スロットのサイクルは８個のスロットからなり、前記８個のスロットはそれぞれ持続
期間が約５７７マイクロ秒であり、周波数帯域幅が約２００キロヘルツである請求項４２
記載の通信装置。
【請求項４４】
前記第１の通信チャンネルは周波数が固定されており、前記複数の通信チャンネルの残り
の は周波数変動性である請求項４３記載の通信装置。
【請求項４５】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数変動性である請求項４３記載の通信装置。
【請求項４６】
前記スロットのサイクルは６個のスロットからなり、前記６個のスロットはそれぞれ持続
期間が約３．３３ミリ秒であり、周波数帯域幅が約３０キロヘルツである請求項４２記載
の通信装置。
【請求項４７】
前記第１の通信チャンネルは周波数が固定されている請求項４６記載の通信装置。
【請求項４８】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数が固定されている請求項４６記載の通信装置
。
【請求項４９】
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複数の通信チャンネルがスロットのサイクルに時間および周波数分割されている通信
装置において、

前記複数の通信チャンネルの主
通信チャンネルの前記スロットの予め定められた１以上のスロットによって連続的に
ベースステーションへ 情報信号を送信し、かつ前記複数の通信チャンネルの補助通信
チャンネルの前記スロットの残りの によって連続的にＲＦエネルギを送信するよ
うに前記送信機に命令する 通信装置。
【請求項５０】
前記スロットのサイクルは８個のスロットからなり、前記８個のスロットはそれぞれ持続
期間が約５７７マイクロ秒であり、周波数帯域幅が約２００キロヘルツである請求項４９
記載の通信装置。
【請求項５１】
前記補助通信チャンネルは周波数が固定されており、前記複数の通信チャンネルの残りの

は周波数変動性である請求項５０記載の通信装置。
【請求項５２】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数変動性である請求項５０記載の通信装置。
【請求項５３】
前記スロットのサイクルは６個のスロットからなり、前記６個のスロットはそれぞれ持続
期間が約３．３３ミリ秒であり、周波数帯域幅が約３０キロヘルツである請求項４９記載
の通信装置。
【請求項５４】
前記補助通信チャンネルは周波数が固定されている請求項５３記載の通信装置。
【請求項５５】
前記複数の通信チャンネルはそれぞれ周波数が固定されている請求項５３記載の通信装置
。
【請求項５６】

複数の通信チャンネルがスロットのサイクルに時間および周波数分割されているシス
テムにおいて、

前記複数の通信チャンネル
の主通信チャンネルの前記スロットの予め定められた１以上のスロットによって連続的に

ベースステーションへ 情報信号を送信し、かつ、前記複数の通信チャンネルの補
助通信チャンネルの前記スロットの残りの によって連続的にＲＦエネルギを送信
するように前記複数の通信装置の 第１の通信装置に命令する 、
前記第１の通信装置中において、前記命令する手段に応答して、 前
記主通信チャンネルの前記スロットの前記予め定められた１以上のスロットによって連続
的に前記ベースステーションへ前記情報信号を送信し、かつ、前記補助通信チャンネルの
前記スロットの残りの によって連続的にＲＦエネルギを送
信する 、前記ＲＦエネルギはメッセージを有していない信号で構成
され、それにより連続的な送信により前記干渉を前記第１の通信装置の近くにおいて減少
させ、
システムはさらに、前記複数の通信チャンネルの１つの チャンネルの前記スロットの
予め定められた１以上のスロットによって連続的に ベースステーションへ情報信号を
送信し、かつ、前記補助通信チャンネルの前記スロットの残りの

によって連続的にＲＦエネルギを送信し、前記第１および第２の通信装置から送信
される ＲＦエネルギが前記補助通信チャンネルを共用するように前記複数の通信装置
の第２の通信装置に命令する手段と、
前記第２の通信装置において、前記命令する手段に応答して、前記通信チャンネルの前記
１つの チャンネルの前記予め定められた１以上のスロットによって連続的に ベー
スステーションへ前記情報信号を送信し、かつ、前記補助通信チャンネルのスロットの前
記残りの によって連続的にＲＦエネルギを送信し、それによって連続的な送信に
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より前記干渉を前記第２の通信装置の近くにおいて減少させる手段とを具備している
システム。

【発明の詳細な説明】
発明の背景
Ｉ．発明の分野
本発明は、一般に無線通信システムに関する。とくに、本発明はデジタル通信装置によっ
て生成された干渉を減少させる新しいシステムおよび方法に関する。
II．関連技術の説明
技術的によく知られている時分割多元アクセス（ＴＤＭＡ）セルラー通信システムにおい
て、利用可能な周波数スペクトルは、それぞれ所定の帯域幅の予め定められた数の無線周
波数チャンネルに分割される。各無線周波数チャンネルは、ＴＤＭＡフレームのサイクル
に時分割され、各フレームはさらに予め定められた数の、“スロット”と呼ばれている時
間インターバルのサイクルに時分割される。したがって、１つのスロットは、予め定めら
れた無線周波数チャンネル上の有限の時間期間を表している。無線インターフェースによ
る通信は、これらのスロット中に“バースト”と呼ばれる変調されたビットのグループで
１スロット当たり１バーストで発生する。“ノーマルバースト”は、短い“ガード期間”
が先行および後続する有効情報のビットのパケットを含んでおり、このガード期間中は、
通常は有効情報は伝送されない。このガード期間は、それが情報ビットの伝送の前にオン
になり、情報ビットの伝送の後にオフになるため、送信機の電力の傾斜した上昇（ rampin
g）を可能にする。
上記で使用した“チャンネル”という用語は特定の固定した無線周波数帯域幅に対応する
が、もっと一般的な場合、すなわちＴＤＭＡベースの自動車無線用グローバルシステム（
ＧＳＭ）のような周波数変動システムでは、“チャンネル”は時間的な成分も有している
ことに留意すべきである。換言すると、単一の機能に専用の“チャンネル”（トラフィッ
クチャンネル）は、異なる時間に異なる周波数を占有する可能性のあるスロットの連続で
ある。以下、“チャンネル”という用語をこのより一般的な機能的な意味で使用する。
通信システム中の所定の加入者ステーションが、呼設定中や、あるいはベースステーショ
ンへの位置更新を実行しているとき等の専用モードに入ったとき、それは一般に、ノーマ
ルバーストのシーケンスにパッケージ化されているその情報を伝送するための伝送チャン
ネルの特定のスロットに割当られる。したがって、所定のセル中の多数の加入者ステーシ
ョンが単一のチャンネルによって伝送を行うかもしれないが（少なくともフレーム中のス
ロットの数によって制限される）、各ユーザからの個々のノーマルバーストは、それらの
対応したスロットに時分割多重化される。たとえば、所定の伝送チャンネルのフレーム中
の第１のスロットに割当られた加入者ステーションは、通常各フレームの第１のスロット
中でのみ伝送を行い、その他の場合は、その伝送チャンネルフレームのスロットの残りの
ものにそれぞれ割当られた加入者ステーションのバースト伝送との干渉を避けるために、
その送信機はオフにされたままである。したがって、第１のスロットに割当られた加入者
ステーションは、第１のスロットの始めのガード期間中にその送信機をオンにし、その第
１のスロット中に有効情報ビットのパッケージを伝送し、第１のスロットの終わりのガー
ド期間中にその送信機をオフにし、またそのフレームのその他全てのスロット中、その送
信機はオフにされたままである。同様に、そのフレームの第２のスロットに割当られた加
入者ステーションは、第２のスロットの始めのガード期間中にその送信機をオンにし、そ
の第２のスロット中に有効情報ビットのパッケージを伝送し、第２のスロットの終わりの
ガード期間中にその送信機をオフにし、またそのフレームのその他全てのスロット中、そ
の送信機はオフにされたままである。
加入者ステーションの送信機のこの周期的なオン／オフスイッチングによって、とくに近
くの電子装置の動作を妨害することのできる送信信号が生成される。このオン／オフスイ
ッチングが送信されたＲＦエネルギの振幅を変調するため、このようなオン／オフスイッ
チングによって引き起こされた干渉を“振幅変調干渉”または単に“ＡＭ干渉”と呼ぶ。
たとえば、全欧州ＧＳＭセルラーシステムでは、各フレームは４．６１５ミリ秒の持続期
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間を有し、各持続期間が５７７μ秒の８個のスロットに分割される。各フレームの同一ス
ロット中に伝送すると、加入者ステーションのバースト反復率が結果的に２１６．６Ｈｚ
（すなわち、１／４．６１５ミリ秒）となる。このバースト反復率はオーディオ周波数範
囲内であるため、ＡＭ検出器として動作する可能性のある回路を含む別の電子装置が存在
する場合に望ましくない。たとえば、ＧＳＭ加入者ステーションがステレオシステムの付
近で動作された場合、そのバースト反復率はスピーカから現れた騒音（バズ）として聞こ
える可能性がある。
別のＴＤＭＡベースのデジタル通信システムは、異なるフレーム長と、１フレーム当たり
異なる数のスロットとを使用することに留意すべきである。たとえば、米国電気通信工業
会（ＴＩＡ）／電子機械工業会（ＥＩＡ）の暫定標準規格５４－Ｂ（ＩＳ－５４－Ｂ）に
記載されている米国のＴＤＭＡセルラー通信システムは、それぞれ６個のスロットに分割
されている２０ｍ秒の周期的なＴＤＭＡフレーム長を使用している。また、高帯域幅信号
に対して、ＴＤＭＡシステムは、その高速信号に適合するために１フレーム当たり２以上
のスロットを単一の加入者ステーションに割当てる可能性があることに留意すべきである
。しかしながら、これらのシステムは依然として、周辺電子装置において実質的な干渉を
生じさせる可能性のあるオーディオ周波数範囲のバースト反復率を使用している。
補聴器および心臓のペースメーカーのような多数の電子装置はまた、このようなパルス化
された送信からの干渉による妨害を受けやすい。とくに、補聴器は高感度のＡＭ検出器で
あることが認められており、著しく高いオーディオ利得を提供するように設計されている
。そのように機能のために、補聴器をＧＳＭその他ＴＤＭＡタイプのユーザ通信装置の近
くで動作した場合、著しい干渉を招く可能性がある。事実、補聴器装着者の耳の中におけ
る音声干渉または“騒音（バズ）”のレベルは、発呼者の声の音をかき消すのに十分なこ
とがあり、補聴器装着者によるＴＤＭＡ加入者ステーションの実効的な使用を妨げている
。
したがって、本発明の目的は、周辺電子装置によるＡＭ干渉の可能性を最少にする多元ア
クセス通信システムのための送信方式を提供することである。
発明の概要
本発明は、デジタル無線通信システムにおける周期的な送信に関連して生じる望ましくな
いＡＭ干渉を減少させるシステムおよび方法に関する。本発明は、ＧＳＭのような時分割
多元アクセス通信システムにおける特定の用途に使用される。
本発明の第１の実施形態において、干渉が減少されたモードで動作する第１の加入者ステ
ーションは、平常状態では第１の伝送チャンネルの各フレームのスロットを全て割当てら
れる。ＲＦエネルギを各スロットのガード期間中でさえ実質的に連続して送信することに
より、加入者ステーションはパルス化された送信から生じるＡＭ干渉を実質的に除去する
ことができる。第２の加入者ステーションは、第１の実施形態の干渉が減少されたモード
で動作するように同様に配置されてもよい。とくに、第２の加入者ステーションは、通常
は第２の伝送チャンネルの各フレームのスロットを全て割当てられる。
本発明の第２の実施形態において、第１の加入者ステーションは正常な状態では、有効な
情報の通常の伝送用の第１の送信チャンネルの各フレームの１以上のスロットを割当られ
、この第１の送信チャンネルを“主”チャンネルと呼ぶ。しかしながら、従来技術とは対
照的に、第１の加入者ステーションはまた、割当られた主チャンネルスロット中以外のと
きに“補助”チャンネルによってＲＦエネルギを連続的に送信するように命令される。第
１の加入者ステーションは、補助チャンネル周波数に再同調し、あるいは主チャンネル周
波数に戻りながらその送信機をオフにしない。このやり方において、第１の加入者ステー
ションの近くで生成されたＡＭ干渉のレベルは、ＲＦエネルギが第１の加入者ステーショ
ンにより各スロットのガード期間中でさえ実質的に連続して伝送されるために減少される
。第２の加入者ステーションは、第２の実施形態の干渉が減少されたモードで動作するよ
うに同様に配置されてもよい。とくに、第２の加入者ステーションは正常の状態では有効
情報の通常の伝送用の主チャンネルの各フレームの１以上のスロットを割当てられ、それ
はまた割当られた主チャンネルスロット中以外のときに補助チャンネルによってＲＦエネ
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ルギを連続的に送信するように命令される。同様に、第２の加入者ステーションは補助チ
ャンネル周波数に再同調し、あるいは主チャンネル周波数に戻り、その送信機をオフにし
ない。
第２の実施形態において認められるように、２以上の加入者ステーションは、干渉が減少
されたモード動作中補助チャンネルを同時に使用してもよい。多数のこのような加入者ス
テーションが干渉が減少されたモードで同時に動作している場合、補助チャンネルは、干
渉された伝送でいっぱいであることがただちに明らかとなる。このために、補助チャンネ
ルは、これらの“不要の（ junk）”伝送が、別のチャンネル上を伝送されている情報を干
渉しないように選択される。
本発明は、移動ステーションが別のアイドルモード（すなわち、放送情報用の制御チャン
ネルを単に監視している）のときではなく、加入者ステーションが専用モードのあいだ（
すなわち、呼設定中や、位置更新を実行している時）のみ、加入者ステーションがフレー
ムの各スロットでＲＦエネルギを伝送することを意図していることに留意しなければなら
ない。しかしながら、この制限は、ＡＭ干渉の減少のために厳しく要求されるものではな
い。
【図面の簡単な説明】
本発明の特徴、目的および利点は、以下の詳細な説明、および同じ参照符号が一貫して対
応的に示している図面からさらに明らかになるであろう。
図１は、Ａ，Ｂ，Ｃでそれぞれ示された例示的なセルラー移動無線システムの３つのセル
を示す。
図２は、図１のセルラー移動無線システムのための例示的なＴＤＭＡ時間／周波数割当て
方式を示す。
図３は、干渉が減少された動作モードにおけるデジタル通信チャンネルによる通信のため
に配置された加入者ステーションのブロック図である。
図４は、図１のセルラー移動無線システムの動作のために設計されたベースステーション
を示す。
好ましい実施形態の詳細な説明
図１は、Ａ，Ｂ，Ｃでそれぞれ示された例示的なセルラー移動無線システム 10の３つのセ
ルを示す。各セルＡ，ＢおよびＣに対して、ベースステーションＢ A，Ｂ B，Ｂ Cがそれぞ
れ関係している。説明のために、３つの加入者ステーションＭ A 0，Ｍ A 1およびＭ A 2と通信
しているベースステーションＢ Aが示されており、これらの各加入者ステーションはベー
スステーションＢ Aのセル境界内に配置されている。１つの加入者ステーションＭ B 0と通
信しているベースステーションＢ Bが示されており、この加入者ステーションはベースス
テーションＢ Bのセル境界内に配置されている。同様に、１つの加入者ステーションＭ C 0

と通信しているベースステーションＢ Cが示されており、この加入者ステーションはベー
スステーションＢ Cのセル境界内に配置されている。図１には、ベースステーション制御
装置（ＢＳＣ）もまた示されている。図１のＢＳＣは、ケーブル 11乃至 13によって３つの
ベースステーションＢ A，Ｂ B，Ｂ Cの全てに接続されている。さらに、ＢＳＣはケーブル
（示されていない）によって移動交換局（ＭＳＣ）に接続されており、この交換局は、公
衆交換電話網（ＰＳＴＮ）またはその等価なものへのアクセスポイントとして機能する。
本発明は、ＰＣＳまたは無線ローカルループシステムのような非セルラーＴＤＭＡ通信シ
ステムにも適用可能であることに留意すべきである。そのような機能において、加入者ス
テーションは固定、移動またはポータブルのいずれのタイプの遠隔通信装置であってもよ
い。しかしながら、説明のためには、移動体装置がセルラー動作用に構成されている３つ
のセルＡ，Ｂ，Ｃのセルラーシステムを参照することで十分である。
図１のセル無線システム 10は複数の無線周波数にわたって通信を行うように設計されてい
る。ベースステーションＢ A、Ｂ B、Ｂ Cのうちの１つの例示的なＴＤＭＡ時間／周波数割
当方式が図２に示されている。図２では４つの逆方向リンク（移動体からベースステーシ
ョンへ）の搬送波周波数Ｒと、４つの順方向リンク（ベースステーションから移動体へ）
の搬送波周波数Ｆが示されており、それぞれ２００ＫＨｚの搬送波間隔を有する。逆方向
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リンクの搬送波周波数は８９０．２～８９０．８ＭＨｚであり、順方向リンクの搬送波周
波数はそれぞれ９３５．２～９３５．８ＭＨｚである。時間軸に沿って、ＴＤＭＡフレー
ムのサイクルはフレーム０とフレーム１により表されており、ここで５７７μｓの各継続
時間はさらにＴＮ０～ＴＮ７の時間インターバル番号（ＴＮ）により限定されている。搬
送波周波数８９０．２ＭＨｚと時間インターバルＴＮ０～ＴＮ７により定められる逆方向
リンク上のスロットサイクルはそれぞれＲ 0 , 0～Ｒ 0 , 7と符号が付けられている。同様に、
搬送波周波数９３５．２ＭＨｚと時間インターバルＴＮ０～ＴＮ７により定められる順方
向リンク上のスロットサイクルはそれぞれＦ 0 , 0～Ｆ 0 , 7と符号が付けられている。図２の
例示的なＴＤＭＡ時間／周波数割当はＧＳＭシステムと非常に類似しているが、その方法
は１フレーム当たりより多数またはより少数のスロットと、異なった搬送波周波数間隔を
有する他のＴＤＭＡシステムへ応用可能であることに留意すべきである。例えば、 TIA/EI
A/IS-54-Bに記載されている米国のＴＤＭＡシステムは１ＴＤＭＡフレーム当たり６つの
スロットと、３０ＫＨｚの搬送波周波数間隔を使用している。
従来技術のＴＤＭＡシステムでは、Ｍ A 0（図１参照）等の所定の移動体装置は、逆方向リ
ンクチャンネルの各フレームの１以上の割当てられたスロットにおいて、ノーマル情報バ
ーストをそれに対応するベースステーションＢ Aへ送信する。例えば、逆方向リンクチャ
ンネルが周波数を固定されているＴＤＭＡシステムでは、移動体装置Ｍ A 0は、Ｍ A 0が専用
モードであるとき各スロットのインデックスＲ 0 , 0でノーマルバーストを送信するように
割当てられることができる。同様に、ベースステーションＢ Aと通信する第２の移動体装
置Ｍ A 1は、Ｍ A 1が専用モードであるとき各スロットのインデックスＲ 0 , 1でノーマルバー
ストを送信するように割当てられることができる。第３の移動体装置Ｍ A 2は、各スロット
のインデックスＲ 1 , 0等の異なった搬送波周波数に関連するスロットでノーマルバースト
を送信するように割当てられることができる。関連して、Ｍ A 0は、各順方向チャンネルス
ロットのインデックスＦ 0 , 0でベースステーションＢ Aにおいて送信されるバーストを受信
するように割当てられる。同様に、Ｍ A 1は、各順方向チャンネルスロットのインデックス
Ｆ 0 , 1により送信されるバーストを受信するように割当てられ、Ｍ A 2は、各順方向チャン
ネルスロットのインデックスＦ 1 , 0において別の搬送波周波数でベースステーションＢ Aに
より送信されるバーストを受信するように割当てられる。
ＧＳＭ等のより一般的な周波数変動ＴＤＭＡシステムの場合、移動体装置Ｍ A 0は逆方向リ
ンクチャンネルの各フレームにおける１つの割当てられたスロットでノーマル情報バース
トをそれに対応するベースステーションＢ Aに送信する。しかしながら、逆方向リンクチ
ャンネルは周波数が固定されないので、Ｍ A 0は各スロットインデックスＲ H , 0でノーマル
バーストを送信するように割当てられ、ここでＨは特定の逆方向リンクチャンネルの周波
数ホッピング方式のホッピングシーケンス数（ number）に対応する。したがって、例示的
な４フレームの周期的なホッピングシーケンス｛０，１，２，３｝では、Ｍ A 0はフレーム
０のスロットＲ 0 , 0、フレーム１のスロットＲ 1 , 0、フレーム２のスロットＲ 2 , 0、フレー
ム３のスロットＲ 3 , 0でノーマルバーストを送信する。移動体装置Ｍ A 1は同様に、フレー
ム０のスロットＲ 0 , 1、フレーム１のスロットＲ 1 , 1、フレーム２のスロットＲ 2 , 1、フレ
ーム３のスロットＲ 3 , 1でノーマルバーストを送信する。移動体装置Ｍ A 2により使用され
る逆方向リンクチャンネルは異なったホッピングシーケンス、例えば｛１，２，３，０｝
を有する。このような場合、Ｍ A 2はフレーム０のスロットＲ 1 , 0、フレーム１のスロット
Ｒ 2 , 0、フレーム２のスロットＲ 3 , 0、フレーム３のスロットＲ 0 , 0でノーマルバーストを
送信する。
前述した一般的な従来技術のＴＤＭＡシステムでは、移動体装置Ｍ A 0、Ｍ A 1、Ｍ A 2は各割
り当てられたスロットの短いガード期間、および各フレームのその他の全ての期間ＴＮ０
～ＴＮ７中にはそれらの送信機をオフにしており、それによって他のチャンネル上の通信
に対する干渉を防止する。先に説明したように、この周期的なバーストのパルス送信は不
所望のＡＭ干渉を生じる。本発明では、このようなＡＭ等の干渉を、ＲＦエネルギを実質
的に連続的に送信することによって除去する。
本発明の第１の実施形態では、１以上の移動体装置Ｍ A 0、Ｍ A 1、Ｍ A 2が以下説明するよう
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に構成され、それによって移動体装置は所定の逆方向リンクチャンネルの各フレームの各
スロットを通じて、連続的にＲＦエネルギを送信するように割当てられている干渉が減少
されたモードで動作する。即ち、干渉が減少されたモードで動作する期間では、移動体装
置は排他的に使用するための専用チャンネルが割当てられている。例えば、Ｍ A 0が干渉が
減少されたモードで動作するように構成されていると想定する。前述した固定周波数チャ
ンネルＴＤＭＡシステムでは、Ｍ A 0は各フレームの各スロットＲ 0 , 0～Ｒ 0 , 7で連続的に送
信するように指令されている。このような固定周波数チャンネルシステムでは、Ｍ A 0によ
り同一搬送波周波数で同時的に送信することによって干渉が生じるために、Ｍ A 1もＭ A 2も
スロットインデックスＲ 0 , xでベースステーションＢ Aと有効に通信することができない。
このように、セルＡ中の全ての他の移動体装置は残りの搬送波周波数、ここでは８９０．
４ＭＨｚ～８９０．８ＭＨｚのうちそれぞれ１つの割当てられたスロットで送信するよう
に限定される。
第２の移動体装置Ｍ A 1もＭ A 0と同時に干渉が減少されたモードで動作するように割当てら
れたならば、Ｍ A 1は例えば各フレームの各スロットＲ 1 , 0～Ｒ 1 , 7等でＭ A 0とは別の搬送波
周波数の各フレームの全てのスロットで連続的に送信するように指令される。セルＡの残
りの移動体装置は、したがって残りの搬送波周波数、ここでは８９０．６ＭＨｚ～８９０
．８ＭＨｚのうちのそれぞれ１つの割当てられたスロットで送信するように限定される。
周波数変動の逆方向リンクチャンネルを有するＴＤＭＡシステムでは、本発明の第１の実
施形態は少なくとも２つの方法で構成されることができる。第１の方法では、専用チャン
ネルが周波数を固定され、残りのチャンネルは周波数が変動し、第２の方法では、専用の
チャンネルも周波数変動である。
専用のチャンネルが周波数を固定されているならば、干渉が減少されたモードで動作する
各移動体装置は、説明した固定周波数チャンネルＴＤＭＡシステムのように専用の搬送波
周波数を割当てられ、そのセルの全ての他の移動体装置は残りの搬送波周波数の中で１フ
レーム当たりを基礎として周波数ホップを継続する。この第１の周波数変動構成では、所
定の逆方向リンクチャンネルのホッピングシーケンスは、干渉が減少されたモードで動作
する移動体装置の専用の搬送波周波数に対するホップを減少するために変更される。例え
ば、逆方向リンク搬送波周波数Ｒ 0（８９０．２ＭＨｚ）が、干渉が減少されたモードで
動作し、各フレームの各スロットＲ 0 , 0～Ｒ 0 , 7で送信する移動体装置Ｍ A 0に専用の周波数
であるならば、移動体装置Ｍ A 1、Ｍ A 2は例えば｛１，２，３｝の３フレーム循環ホッピン
グシーケンスを有する逆方向リンクチャンネルに対して割当てられ、それによって移動体
装置Ｍ A 0の専用でありながら周波数Ｒ 0へのホップを除去する。
専用チャンネルが周波数変動であるならば、干渉が減少されたモードで動作する各移動体
装置は前述のように割当てられた周波数の所定のフレームの各スロットで連続的に送信す
る。しかしながら、干渉が減少されたモードで動作する移動体装置はそのセルで通信する
残りの移動体装置と共にフレーム当たりのベースで周波数ホップを継続する。例えば、干
渉が減少されたモードで動作する移動体装置Ｍ A 0は、４フレーム循環ホッピングシーケン
ス｛０，１，２，３｝を有する所定の逆方向リンクチャンネルの各フレームの各スロット
で連続的に送信するように割当てられている。Ｍ A 0はフレーム０のスロットＲ 0 , 0～Ｒ 0 , 7

、フレーム１のスロットＲ 1 , 0～Ｒ 1 , 7、フレーム２のスロットＲ 2 , 0～Ｒ 2 , 7、フレーム３
のスロットＲ 3 , 0～Ｒ 3 , 7で連続的に送信する。この第２の周波数変動構成はチャンネルの
ホッピングシーケンスを変更する必要性を除去する。したがって移動体装置Ｍ A 1、Ｍ A 2は
例えば４フレーム循環ホッピングシーケンス {１，２，３，０｝を有する所定の逆方向リ
ンクチャンネルに割当てられる。専用のチャンネルが周波数変動であるならば、移動体装
置はその送信機をホッピングシーケンスの次の周波数へ再度同調したとき、ＲＦエネルギ
を送信し続けることに注意しなければならない。
この第１の実施形態の全ての構造では、移動体装置は干渉が減少されたモードで動作しな
がら、排他的な専用の送信チャンネルを割当てられる。しかしながら、ＴＤＭＡシステム
の一般的な循環タイミング方式を維持する構造では、専用チャンネルの各フレームのスロ
ットのサブセットのみが有用な情報を含むことを必要とする。例えば、移動体装置はその
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割当てられたスロット期間中に有効な情報を送信し、その他の場合には専用チャンネルの
残りのスロットを通じて変調されていない搬送波を送信する。このような構造では、ベー
スステーションは有用な情報を含んでいるスロット中に専用のチャンネルへ受信機を同調
することだけを必要とする。その代わりに、移動体装置はフレームの各スロットで１度、
同一情報を繰返した情報を送信する。さらに別の例では、移動体装置は専用の送信チャン
ネルの各フレームの各スロットで、繰返しではない有用な情報を送信する。前述の各例で
は、干渉が減少されたモードで動作する移動体装置は、通常の各バーストを囲むガード期
間でさえもＲＦエネルギを連続的に送信している。
本発明の第２の実施形態では、１以上の移動体装置Ｍ A 0、Ｍ A 1、Ｍ A 2が干渉の減少された
モードで動作するように構成され、移動体装置は所定の逆方向リンクチャンネルの各フレ
ームの１以上のスロットで有効な情報を送信するように指令される。この“主”チャンネ
ルに関して、干渉が減少されたモードで動作する移動体装置は従来技術のＴＤＭＡシステ
ムの一般的な移動体装置に類似している。しかしながら通常の従来技術のＴＤＭＡシステ
ムとは対照的に、第２の実施形態で干渉が減少されたモードで動作する移動体装置はまた
、その主チャンネルに割当てられているスロットに関連されない全ての時間インターバル
ＴＮ０～ＴＮ７を通じて“補助”チャンネル上で送信する。付加的に、それぞれの干渉が
減少されたモードの移動体装置には排他的な専用の送信チャンネルが割当てられ、その送
信チャンネルにより送信する本発明の第１の実施形態と対照的に、補助チャンネルが干渉
が減少されたモードの２以上の移動体装置により同時に共有される。
例えば、Ｍ A 0、Ｍ A 1の両者は干渉が減少されたモードで動作するように構成され、搬送波
周波数Ｒ 0の各フレームの全てのスロットＲ 0 , 0～Ｒ 0 , 7により限定される固定周波数の逆
方向リンクチャンネルは補助チャンネルとして保留されてもよい。この場合、Ｍ A 0、Ｍ A 1

は残りの搬送波周波数のスロットの中に存在する主チャンネルを割当てられる。例えば、
固定周波数チャンネルＴＤＭＡシステムでは、Ｍ A 0は各フレームの各スロットインデック
スＲ 1 , 0で有用な情報を送信するように割当てられ、Ｍ A 1は各フレームの各スロットイン
デックスＲ 1 , 1で有用な情報を送信するように割当てられる。このような場合、Ｍ A 0はま
た補助チャンネルの各スロットインデックスＲ 0 , 0～Ｒ 0 , 7で連続的に送信するように送信
機を再同調する。同様に、Ｍ A 1は補助チャンネルの各スロットインデックスＲ 0 , 0とＲ 0 , 2

～Ｒ 0 , 7で連続的に送信するように送信機を再同調する。Ｍ A 0、Ｍ A 1の両者は各スロット
インデックスＲ 0 , 2～Ｒ 0 , 7で同時に送信していることに留意すべきである。各移動体装置
はその送信機を補助チャンネル周波数に再同調するか、または主チャンネル周波数に戻す
ときＲＦエネルギを送信し続ける。
周波数変動逆方向リンクチャンネルを有するＴＤＭＡシステムでは、本発明の第２の実施
形態は第１の実施形態と類似して少なくとも２つの方法で実行されることができる。即ち
、第１の方法では補助チャンネルは周波数で固定され、残りのチャンネルが周波数変動で
あり、第２の方法では補助チャンネルも周波数変動である。
補助チャンネルが周波数を固定されているならば、搬送波周波数Ｒ 0の各フレームの全て
のスロットＲ 0 , 0～Ｒ 0 , 7により限定される固定周波数逆方向リンクチャンネルは補助チャ
ンネルとして保留されてもよい。干渉が減少されたモードで動作する移動体装置Ｍ A 0は、
時間インターバルＴＮ０と３フレーム循環ホッピングシーケンス｛１，２，３｝により限
定される主チャンネルで送信するように割当てられることができる。同様に、干渉が減少
されたモードで動作する移動体装置Ｍ A 1は時間インターバルＴＮ１と３フレーム循環ホッ
ピングシーケンス｛１，２，３｝により限定される主チャンネルで送信するように割当て
られる。しかしながらＭ A 0、Ｍ A 1の両者はそれぞれの主チャンネルに関連しない全ての時
間インターバルを通じて補助チャンネルで連続的に送信する。さらに詳細に説明すると、
移動体装置Ｍ A 0は、フレーム０のスロットＲ 1 , 0とＲ 0 , 1～Ｒ 0 , 7、フレーム１のスロット
Ｒ 2 , 0とＲ 0 , 1～Ｒ 0 , 7、フレーム２のスロットＲ 3 , 0とＲ 0 , 1～Ｒ 0 , 7で連続的に送信する。
同様に移動体装置Ｍ A 1は、フレーム０のスロットＲ 0 , 0とＲ 1 , 1、Ｒ 0 , 2～Ｒ 0 , 7、フレーム
１のスロットＲ 0 , 0とＲ 2 , 1、Ｒ 0 , 2～Ｒ 0 , 7、フレーム２のスロットＲ 0 , 0とＲ 3 , 1、Ｒ 0 , 2

～Ｒ 0 , 7で連続的に送信する。Ｍ A 0、Ｍ A 1の両者は各スロットインデックスＲ 0 , 2～Ｒ 0 , 7
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で同時に送信していることに再度留意すべきである。
補助チャンネルが周波数変動である場合、これは全ての時間インターバルＴＮ０～ＴＮ７
と４フレーム循環ホッピングシーケンス｛０，１，２，３｝により限定されてもよい。干
渉が減少されたモードで動作する移動体装置Ｍ A 0は時間インターバルＴＮ０と４フレーム
循環ホッピングシーケンス｛１，２，３，０｝により限定される主チャンネルで送信する
ように割当てられてもよい。同様に、干渉が減少されたモードで動作する移動体装置Ｍ A 1

は、時間インターバルＴＮ１と４フレーム循環ホッピングシーケンス｛１，２，３，０｝
により限定される主チャンネルで送信するように割当てられる。詳しく説明すると、移動
体装置Ｍ A 0は、フレーム０のスロットＲ 1 , 0とＲ 0 . 1～Ｒ 0 , 7、フレーム１のスロットＲ 2 , 0

とＲ 1 , 1～Ｒ 1 , 7、フレーム２のスロットＲ 3 , 0とＲ 2 , 1～Ｒ 2 , 7、フレーム３のスロットＲ 0

, 0とＲ 3 , 1～Ｒ 3 , 7で送信する。同様に、移動体装置Ｍ A 1は、フレーム０のスロットＲ 0 , 0

とＲ 1 , 1、Ｒ 0 , 2～Ｒ 0 , 7、フレーム１のスロットＲ 1 , 0とＲ 2 , 1、Ｒ 1 , 2～Ｒ 1 , 7、フレーム
２のスロットＲ 2 , 0とＲ 3 , 1、Ｒ 2 , 2～Ｒ 2 , 7、フレーム３のスロットＲ 3 , 0とＲ 0 , 1、Ｒ 3 , 2

～Ｒ 3 , 7で送信する。Ｍ A 0、Ｍ A 1の両者は時間インターバルＴＮ２～ＴＮ７を通して補助
チャンネルで同時に送信していることに留意すべきである。移動体装置はその送信機をホ
ッピングシーケンスにおける次の周波数へ再同調するときＲＦエネルギを送信し続ける。
この第２の実施形態は、多数の移動体装置による補助チャンネルの共有のために周波数ス
ペクトルをより効率的に使用する。しかしながら、干渉が減少されたモードで動作してい
る移動体装置がただ１つだけしか存在しない場合（即ち補助チャンネルがまだ共有されて
いない）、第２の実施形態は重要な特徴において第１の実施形態と異なっていることに留
意すべきである。特に、第１の実施形態では、少なくとも１つの専用チャンネルのスロッ
トはベースステーションにより適切に復調するための有用な情報を含んでいる。しかしな
がら第２の実施形態では、有用な情報を含む必要がある補助チャンネルのスロットは存在
しない。このようにベースステーションはいつでも受信機を補助チャンネルに同調する必
要はない。したがって補助チャンネルは逆方向リンク通信チャンネルとしてベースステー
ションに通常割当てられる搬送波中に存在する必要はない。事実上、１つの補助チャンネ
ルは幾つかのベースステーションにより共有されてもよい。
本発明はデジタル通信装置の聴覚障害のあるユーザに対して特に有益であると考えられて
いる。即ち、このようなユーザはしばしば電子補聴器に依存しているので、本発明による
動作に関係する干渉が減少されたレベルは補聴器動作に対する衝撃を最少化する。選択さ
れた適格のユーザ（例えば聴覚障害のユーザ）に関連する移動体装置だけが本発明により
行われる干渉を減少したタイプの送信を行うことを許容されることを確実にする手段によ
って種々の権限付与方式が設けられることができる。例えば、適格の聴覚障害のユーザの
みが、干渉が減少されたモードで動作する権限を予め付与された移動体装置（例えばセル
ラ電話）を購入することを許容される。その代わりに、干渉が減少されたモードの動作を
行うことができる移動体装置を購入後、適格の聴覚障害のユーザはセルラサービス供給業
者から権利を獲得し、結果として呼の設定中にセルラサービス供給業者から、干渉が減少
されたモードのサービス選択の無線付勢によって受信する。
図３は、本発明による干渉が減少されたモードにおいてデジタル通信チャンネルで通信す
るために配置された移動体装置 300のブロック図である。移動体装置 300では、スピーチは
技術で既に知られているようにＡ／Ｄ－Ｄ／Ａ変換器 302によりデジタル化され、スピー
チコーデック 304でコード化される。チャンネルコーデック 306は冗長度をデータ流へ導入
し、ソースデータにより計算された情報を付加することによりその速度を増加し、それに
よって送信中に発生した信号エラーの検出と補正を可能にする。バースト発生装置 308で
は、チャンネルコーデック 306により発生されたコード化されたワード流は必要に応じて
マイクロプロセッサ 324からのシグナリングビットと多重化され、インターリーブされ、
その後、必要に応じてトレーニングシーケンスビットとテールビットを付加することによ
り別々のバーストへフォーマットされる。移動体装置 300は、マイクロプロセッサ 324によ
り発生されるシグナリングを使用することによって干渉が減少されたモードで動作するよ
うにその目的をベースステーションへ通知する。バースト発生装置 308により発生された
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バーストは変調装置 310により中間周波数へ変調される。結果的なアナログ波形は送信機 3
12により搬送波周波数へ上方変換され、デュプレクサ 314によりアンテナ 316へ伝送され、
ここでベースステーションへ向けて放射される。移動体装置 300が前述したように干渉が
減少されたモードで動作しているとき、マイクロプロセッサ 324は、有効な情報がバース
ト発生装置 308により変調装置 310へ与えられているか否かにかかわらずＲＦエネルギの送
信を続けるように送信機 312へ命令する。周波数変動逆方向リンクチャンネルを有するシ
ステムでは、マイクロプロセッサ 324はまた、ホッピングシーケンスの次の周波数に再同
調するように送信機 312に命令する。
アンテナ 316により受信される信号はデュプレクサ 314により受信機 318へ伝送される。受
信機 318はアンテナ 316により捕捉された信号を帯域通過フィルタで濾波し、適切な信号を
選択し、これを中間周波数へ下方変換する。復調装置 320は受信されたバーストを変調さ
れた周波数信号から抽出し、得られたデジタル信号をデマルチプレクサ 322へ供給する。
デマルチプレクサ 322は復調された信号をデインターリーブし、異なったスロットから受
信された情報を分類し、適切な論理チャンネルへフレームを構成し、再構成されたコード
ワードをチャンネルコーデック 306へ送る。チャンネルコーデック 306はその後、付加され
た冗長度を使用してデマルチプレクサ 322により発生されたコードワードからソース情報
を再構成して発生された可能性のあるエラーを検出して補正する。主チャンネル、および
第２の実施形態では補助チャンネルに割り当てる移動体装置 300に対する命令がベースス
テーションからシグナリングメッセージを介して移動体装置 300へ与えられ、チャンネル
コーデック 306によりマイクロプロセッサ 324へ供給される。コード化されたデジタルスピ
ーチはチャンネルコーデック 306によりスピーチコーデック 304へ送られ、ここでデコード
され、技術でよく知られているように変換器 302でアナログスピーチ波形へ変換される。
図４は図１のセルラ移動体無線システムで動作するように設計され、干渉が減少されたモ
ードで動作する移動体装置 300を支援できるベースステーション 400を示している。多くの
点で、ベースステーション 400のスピーチ処理動作は移動体ステーション 300のスピーチ処
理動作と類似している。ベースステーション 400は多数の送信機 412と受信機 418リソース
を含んでもよいが、１つの送信機 412および１つの受信機 418を参照にしてベースステーシ
ョン 400の動作を十分に説明できる。受信機 418はアンテナ 416により受信されるすべての
信号から所望の搬送波周波数を選択する帯域通過フィルタを含んでいる。受信機 418はま
た所望の信号を中間周波数へ下方変換する。復調装置 420は下方変換された信号からビッ
ト流を抽出し、得られたデジタル信号をデマルチプレクサ 422へ送る。デマルチプレクサ 4
22は復調された信号をディンターリーブし、異なったスロットから受信された情報を分類
し、適切な論理チャンネルへフレームを構成し、再構成されたコードワードをチャンネル
コーデック 406へ供給する。チャンネルコーデック 406は付加された冗長度を使用してデマ
ルチプレクサ 422により発生されたコードワードからソース情報を再構成し、それによっ
て発生した可能性のあるエラーを検出して補正する。チャンネルコーデック 406はまたベ
ースステーション 400を目的地とするシグナリングを分離し、これを制御装置 424へ送る。
ＢＳＣインターフェイス 402は、ＢＳＣとベースステーション 400との間のデジタル化され
たスピーチと制御メッセージとの両者のための論理インターフェイスである。多数の制御
メッセージはベースステーション 400に対しては透明であり、単にチャンネルコーデック 4
06を通過するだけである。例えば、移動体装置 300が干渉が減少されたモードでの動作を
意図していることを通知したとき、このメッセージはベースステーション 400によりＢＳ
Ｃへ通過され、ＢＳＣでこれはさらに加入者データベースへ確認のために送られる。ベー
スステーション 400を目的地とするＢＳＣからの制御メッセージはチャンネルコーデック 4
06により制御装置 424へ送られる。例えば、セルの負荷状況に基づいて、ＢＳＣは移動体
装置 300が干渉が減少されたモードで動作することを許容し、移動体装置 300が（第１の実
施形態のように）特定の専用チャンネル、または主チャンネル、および（第２の実施形態
のように）補助チャンネルにおいて送信するようにベースステーション 400に命令しても
よい。移動体装置 300を目的地とするメッセージはバースト発生装置 408へ送られ、ここで
これらはインターリーブされ、必要に応じて制御装置 424により発生されるシグナリング
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メッセージと多重化され、バーストへフォーマットされる。変調装置 410はバーストを中
間周波数へ変調し、送信機 412はその信号を上方変換し、これをアンテナ 414によって送信
する。
当業者が本発明を実行または使用することを可能にするため好ましい実施形態について前
述した。これらの実施形態についての種々の変形が当業者に明白であり、ここで限定され
ている一般原理は本発明の機能を使用せずに他の実施形態でも応用される。したがって本
発明はここで示されている実施形態に限定されず、ここで示した原理および優れた特性と
一貫して広範囲の技術的範囲に従うことを意図している。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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